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竹中 修 ･景山 節･中村 伸･浅岡一雄
く研究概要)
A)DNA分析による霊長類の系統解析
竹中修 ･リナ･H･ステイヤジl)･川本咲江2)
ミトコンドリアDNAには進化速度を異にする
街域があり､群内の個体差の検出から種間系統関
係まで､対象の霊長頬のどの側面を解析するかに
より使い分けることが可能である｡チトクローム
b遺伝子の解析によるスラウェシマカク7種およ
びカリマンタン､スマトラ島のブタオザルを含め
それらの系統関係の解析を進めている｡
また94,95年度の海外学術調査による中部ス
ラウェシのトンケアナとへツキの雑種形成地帯の
計7群の試料について.ミトコンドリアD-Loop
領域のPCR増幅一本鎖DNA調製法による塩基
配列決定比較を開始した｡
B)霊長規Y染色体DNAの進化
ユー･スンスク3)･竹中 修
高等霊長較特にホミノイドの各種はその繁殖構
造に差異があり､性的二型,造指能力も様々であ
る｡そこでY染色体DNAに注目し分析を行って
きた｡ニホンザルの発達加齢に伴う精巣特異発現
遺伝子(mRNA)を､ディファレンシャルディスプ
レイ法により検討し､ 3才と31才の個体で多くの
異なる発現遺伝子を観測した｡それらの塩基配列
の決定と､同一個体の繁殖期.非繁殖期での発現
遺伝子をバイオプシー法で調べる予定である｡
C)アスパラギン酸プロテアーゼの構造 ･機能 ･
進化
景山 節
サブスタンスP､ベータエンドルフィンを基質
としたカテプシンEの高感度測定法を開発し､サ
ル､ラットやどの組織での測定に応用した｡サル
ではカテプシンEが腸管､骨髄などに多く分布し
平滑筋収縮などとの関連が示唆された｡
また､遺伝子工学的に生産した回虫インヒビタ
-を用いて､カテプシンEとの相互作用を解析し
た｡インヒビターは酵素に強い結合能を示し､等
濃度で完全に阻害した｡インヒビター表面の特定
のリシン残基がこの結合に関与していることが明
らかになり､ペプシノゲンの活性化ペプチドと同
じ結合方式と推定された｡
D)霊長類の止血､免疫機構
中村 伸
バイオメディカルな視点から霊長短の止血一凝固
反応および免疫-IgE産生応答に関する研究を進め
ている｡
組織Eq子 (TissueFactor､TF)は血液凝固反応
系の開始因子であるが､昨年度は止血一凝固反応と
は異なる新機能として､TFの受容体機能を見出
した｡今年度は､脳その他組織でのTF発現なら
びに種々体液のTF抗原量を検討して､TFの多機
能性とその生理的意義を解析した (菊池有純4),
平井百合子5)ちとの共同研究)｡
IgE産生異常が要因となるアレルギー実験モデ
ルとして､アカゲザルのダニアレルギーモデルを
作出し､そのアレルギー反応性を検討した (安江
正明4)らとの共同研究)｡また､T-細胞エピトー プ
を利用した脱感作機序を解析するために､スギ花
粉症ニホンザルモデルのリンパ球と合成スギ花粉
ペプチドとの反応性を調べた (山地蛙人4)らとの
共同研究)｡
1)日本学術振興会論博研究員 2)技術補佐員
3)研修員 4)受託研究員 5)研究支援推進員
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